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ル 「ツK・7Yク1リ ンゴ皮 内反 慮(以 下 「ツ」 反 卜略 、,N

ノ ノ

芦 二 章 ・實 駐 方 法

(1)菌 株 及 膿 種 菌 液 當研 究 所保 存BCG株1検 シタ。."一・方 注射 後6日510臥2週 、3週 、4樋 、δ

ノey-sン 」氏 培 地2週 聞 培 養 ノ モ ノ テ水 分 テ
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ナ卿 姓 射 シタ./測 定 シS*・ 曝

1響 羅 封ス燃 酬後懸 至ノ 瑠 簗 蟹 箋結繋 鵠 姦∫郵
起毎週一・同注射局所、局層淋巴腺其ノ他ノ淋巴腺 タモノデソノ力便ハ嬉研顔準 「ツ」 ト等 便ニナ シ

嘱 診シ・又縫 ノ測定及だ 「ツ」反癒 ヲメ併セ タルモノデアル・本實験樋 ジテ同一・「ツ」珊

/
・一 繭 一2御 一mp-一



tタ 。 斯 ノ如 ク シテ褻 シタ奮 「ツJ原 液 テ生理 的 ・彼 慮 反鷹 テ ソノ程 度 ニ ヨ リ(+)ヨ リGの"

食 肇 水 テ以 テ1(》倍 二稀 繹 シ、 ソノO.1ccテ 前 日二 迄 分 チ記 載 シタ ガ斯 ノ如 キ方 法uaテ ハ 「ツ」 反 窓
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計 測 法 ニ ツ イテ述 一'レ2"Romer-Haノ 原 法 ニ ヨ レ 慮 ノ 強 サ テ知 ルβ 安 トシタ.
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程度)テ 形域 詠o日 前後轟破 レ後痂皮テ形成 螺 ・ 週頃 ヨリ反封 二皮下法ノ方ガ皮内法 ヨリ 「ツ」反
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時ハ接種後19週 、皮下 デハ15週 、局所淋 巴腺 デハ
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・ 中ノ菌ノ分布歌態 テ同様ノ方法 デ槍 シタガ接種菌

ハ概 ネ局所及 ビ局所淋巴腺 二局在 シ盤 リ艦内ヘハ

鑛 ラヌ様 デアルケレド手皮下擦種ノ場合 ・皮 内ノ

ソレニ比 シ臓器内二少藪 ノ菌テ詮明 スル頻度ノ大

ナノ噸 向ガ認メラレ塊 ソシテ臓器内二接種菌ノ

登見 セラル卿時期ハ接種後4週 閥乃至26週 ノ間デ 、
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は な

概 ネ蹴行 シテ現 レル事 ガ認メラレルo

纏 括 虹 二 考 案

、 以 上 ノ事 カ ラ シテ 「ツ」 反 鳳K廟 現 象 、感 「ツ」 購 膜 轍 シベ 劾 ル モ ノ ・・.モ感 染 防
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